
台風第６号に関する説明
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この資料は、６月１日11時時点の予想に基づいて
作成したものですので、最新の気象情報は、気象
台ホームページから確認ください。

大阪管区気象台気象防災部予報課

2026年6月1日（月）



台風第６号の進路と影響のポイント

① 台風第６号は、3日午前中に、近畿地方に接近するおそれ。
１日は沖縄の南を北上し、沖縄地方、奄美地方にかなり接
近する見込みです。その後、進路を次第に東よりに変え、
３日にかけて、本州の南岸を東よりへ進み、暴風域を伴っ
たまま西日本から東日本に接近するおそれがあります。

② 前線と台風による大雨のおそれ。台風が接近する前から暖
かく湿った空気が流れ込むため、前線による降水の強まり
のおそれ。更に、台風の接近時には、降水が強まるおそれ。
特に、近畿南部を中心に降水量が多くなる見込み。２日夜
から３日にかけて低い土地の浸水や河川の増水、土砂災害
に十分注意。

③ 暴風や高波のおそれ。近畿南部を中心に、２日夜遅くから
３日にかけてうねりを伴った高波に厳重に警戒し、３日は
暴風に警戒。
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令和８年台風第６号の進路予想 １日10時現在

1日10時実況

実況：1日 10時
975hPa 30m/s

2日09時予報

予報：2日 09時
975hPa 30m/s

3日09時予報

予報：3日 09時
975hPa 30m/s

4日09時予報

台風第６号は、１日１０時に
は那覇市の南にあって、１時
間におよそ１５キロの速さで
北へ進んでいます。



暴風域に入る確率と海面水温
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⚫ 暴風域に入る確率（5日先まで）
⚫ 6月1日9時現在の予想

⚫ 海面水温５月３１日の実況



地上天気図と気象衛星赤外画像、気象レーダー
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令和８年６月１日0６時

⚫ 台風本体周辺には、発達した雨雲が広
がっている。

⚫ 台風を取り巻く強雨域と前線に伴う発
達した雨雲が広がっている。

令和８年６月１日１０時



地上天気図や予想図
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２日６時

２日21時

暖かく湿った空気の流入

暖かく湿った空気の流入

最大２４時間降水量

最大２４時間降水量

1日12時～2日12時

2日12時～3日12時

近畿地方では2日明け方から前線の影響に
より、2日夜から台風本体の影響により降
水が強まるおそれ。3日は台風が更に接近
するため、更に強まるおそれ。近畿南部を
中心に降水量が多くなるおそれ。

3時間雨量予想

3時間雨量予想

この図は数値予報の計算結果をそのまま画像化したものであり、実際に発表する天気予報や台風予報等とは
異なります。降水の面的分布をイメージとして、見てください。



今後の気象状況 近畿地方への影響

7

１日 11時現在

※今後の台風の進路により変わる可能性もあります。 気象庁ホームページ等で最新の台風情報等を参照ください。

いずれも多いところで
・1時間降水量     14日  
    近畿北部 20ミリ
    近畿中部 20ミリ
    近畿南部 50ミリ

・1時間雨量  15日
 近畿北部 50ミリ
近畿中部 50ミリ

 近畿南部 70ミリ

いずれも多いところで
・24時間降水量（14日06時～15日06時）
    近畿北部   100ミリ   

    近畿中部   200ミリ   

    近畿南部   300ミリ   

・24時間降水量（15日06時～16日06時）
    近畿北部  200－300ミリ   

    近畿中部  200－300ミリ   

    近畿南部  300－400ミリ     

・最大風速（最大瞬間風速）
14日 15日

近畿北部 陸上 12（25）ﾒｰﾄﾙ 20（35）ﾒｰﾄﾙ
         海上 15（25）ﾒｰﾄﾙ 25（35）ﾒｰﾄﾙ

近畿中部      陸上 20（35）ﾒｰﾄﾙ 25（35）ﾒｰﾄﾙ
海上 25（35）ﾒｰﾄﾙ 30（45）ﾒｰﾄﾙ

近畿南部 陸上 25（35）ﾒｰﾄﾙ 30（45）ﾒｰﾄﾙ
海上 30（45）ﾒｰﾄﾙ 35（50）ﾒｰﾄﾙ

・波            14日       15日
近畿北部       3メートル     5メートル
近畿中部       4メートル （うねり）  5メートル（うねり）
近畿南部       8メートル （うねり）  8メートル（うねり）

最接近

早期注意情報[中]

風
陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ

波
ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ
ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ
ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ

近畿北部

2
4 うねり

近畿中部

10

20未満

20未満

25
25

20未満

20

6 うねり

2
5 うねり
9 うねり

近畿南部

1日 2日 3日

30 45

近畿北部
近畿中部
近畿南部

うねり
0.5

2
2 うねり
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3日
12 25
15 25

35
23 35

12 25
15 25
18 30

2日

20 35
23 35
18 30

25 35
25

1日
6
8

12
15

　（）は瞬間風速

（ 1日 12時 ～ 2日 12時 )

（ 2日 12時 ～ 3日 12時 )

（ 3日 12時 ～ 4日 12時 )

近畿中部
近畿南部

24時間降水量

300ﾐﾘ

10ﾐﾘ
10ﾐﾘ
30ﾐﾘ

近畿北部
近畿中部
近畿南部

80ﾐﾘ

80ﾐﾘ
150ﾐﾘ

近畿北部
近畿中部
近畿南部

40ﾐﾘ

近畿北部

80ﾐﾘ

24時間降水量

24時間降水量

何れも多い所で

何れも多い所で

1日1時間降水量
近畿北部
近畿中部
近畿南部

1ﾐﾘ
5ﾐﾘ
5ﾐﾘ 70ﾐﾘ

20ﾐﾘ
40ﾐﾘ

2日



今後の気象状況 近畿地方への影響
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１日 11時現在

いずれも多いところで
・1時間降水量     14日  
    近畿北部 20ミリ
    近畿中部 20ミリ
    近畿南部 50ミリ

・1時間雨量  15日
 近畿北部 50ミリ
近畿中部 50ミリ

 近畿南部 70ミリ

いずれも多いところで
・24時間降水量（14日06時～15日06時）
    近畿北部   100ミリ   

    近畿中部   200ミリ   

    近畿南部   300ミリ   

・24時間降水量（15日06時～16日06時）
    近畿北部  200－300ミリ   

    近畿中部  200－300ミリ   

    近畿南部  300－400ミリ     

・最大風速（最大瞬間風速）
14日 15日

近畿北部 陸上 12（25）ﾒｰﾄﾙ 20（35）ﾒｰﾄﾙ
         海上 15（25）ﾒｰﾄﾙ 25（35）ﾒｰﾄﾙ

近畿中部      陸上 20（35）ﾒｰﾄﾙ 25（35）ﾒｰﾄﾙ
海上 25（35）ﾒｰﾄﾙ 30（45）ﾒｰﾄﾙ

近畿南部 陸上 25（35）ﾒｰﾄﾙ 30（45）ﾒｰﾄﾙ
海上 30（45）ﾒｰﾄﾙ 35（50）ﾒｰﾄﾙ

・波            14日       15日
近畿北部       3メートル     5メートル
近畿中部       4メートル （うねり）  5メートル（うねり）
近畿南部       8メートル （うねり）  8メートル（うねり）

※今後の台風の進路により変わる可能性もあります。
気象庁ホームページ等で最新の台風情報等を参照ください。

風
陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 陸上 （ ）ﾒｰﾄﾙ
海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ 海上 （ ）ﾒｰﾄﾙ

波
ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ
ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ
ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ ﾒｰﾄﾙ

近畿北部

2
4 うねり

近畿中部

10

20未満

20未満

25
25

20未満

20

6 うねり

2
5 うねり
9 うねり

近畿南部

1日 2日 3日

30 45

近畿北部
近畿中部
近畿南部

うねり
0.5

2
2 うねり
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3日
12 25
15 25

35
23 35

12 25
15 25
18 30

2日

20 35
23 35
18 30

25 35
25

1日
6
8

12
15

　（）は瞬間風速

1日1時間降水量
近畿北部
近畿中部
近畿南部

1ﾐﾘ
5ﾐﾘ
5ﾐﾘ 70ﾐﾘ

20ﾐﾘ
40ﾐﾘ

2日

（ 1日 12時 ～ 2日 12時 )

（ 2日 12時 ～ 3日 12時 )

（ 3日 12時 ～ 4日 12時 )

近畿中部
近畿南部

24時間降水量

300ﾐﾘ

10ﾐﾘ
10ﾐﾘ
30ﾐﾘ

近畿北部
近畿中部
近畿南部

80ﾐﾘ

80ﾐﾘ
150ﾐﾘ

近畿北部
近畿中部
近畿南部

40ﾐﾘ

近畿北部

80ﾐﾘ

24時間降水量

24時間降水量

何れも多い所で

何れも多い所で



三重県の量予想
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1日 11時現在

三重県 5ﾐﾘ 50ﾐﾘ
1時間降水量 1日 2日 （ 1日 12時 ～ 2日 12時 )

（ 2日 12時 ～ 3日 12時 )

（ 3日 12時 ～ 4日 12時 )
三重県 5ﾐﾘ

三重県 400ﾐﾘ

三重県 80ﾐﾘ
24時間降水量

何れも多い所で 何れも多い所で



早期注意情報（大雨、土砂災害）
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1日 11時現在



早期注意情報（暴風・波浪・高潮）
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1日 11時現在



今後の台風に備えて
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✓ お住いの地域でどのような災害が起こりやすいかハザードマップ

等で確認するなど、台風への十分な備えをお願いします。

✓ ２日夜から3日午前中は、台風が近畿地方に接近し、荒れた天気と

なる見込みです。気象台が発表する最新の防災気象情報、キキク

ルをこまめに確認するとともに、市町村からの避難に関する情報

等に留意してください。

✓ 近畿地方では２日から３日を中心に台風第６号の影響で交通機関

が乱れる可能性もあります。交通機関からの情報に留意してくだ

さい。また山や海などのレジャーなどにおいても気象情報や交通

情報に留意してください。



新たな防災気象情報
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災害から身を守るため気象庁では「新たな防災気象情報の運用」を開始しました。
危険度を警戒レベルに対応させることで、住民の皆様が避難のタイミングをより判断
しやすいように改善したものです。レベルの数や色の持つ意味も確認頂き、特にレベ
ル４の段階までには危険な場所から避難を完了していただく事が重要です。テレビや
ラジオ、インターネットなどで最新の気象情報をこまめに確認し、お住まいの自治体
から発表される避難情報にも十分注意してください。早めの備えと避難行動を心がけ
てください。



今後の予想を含めた最新の情報は、以下からご利用ください。
○ 早期注意情報注意情報（警報級の可能性） https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=probability

○ 時系列情報（明日までの警報等の見通し） https://www.jma.go.jp/bosai/warning_timeline

○ 気象警報・注意報（大雨、洪水、暴風（雪）、波浪、高潮、大雪などによる災害への警戒・注意を呼びかける）

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=warning

○ キキクル（どこで土砂災害、浸水害、洪水害の危険度が高まっているかを地図上で表示）
土砂キキクル https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land/

大雨キキクル https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:heavyrain/

浸水キキクル https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund

洪水キキクル https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood

○ 気象防災速報・気象解説情報（警報や注意報に先立って注意を呼びかけたり、警報や注意報の内容を補足）

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=information&element=information

○ 台風情報（台風の位置・強さ・速度などの解析・予報、大雨や暴風の見通し）

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=typhoon

○ 指定河川洪水予報（国や都道府県の管理する主な河川の氾濫の危険度を予測）

https://www.jma.go.jp/bosai/flood/

○ 最新の気象データ（雨雲の動き（雨・雷・竜巻）、今後の雨、雨や風の観測データ、衛星画像）
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/
https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/pre_rct/index24_rct.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/wind_rct/index_mxwsp.html
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=himawari

○ 14か国語による防災気象情報の提供
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/multi.html

● 避難行動判定フロー・避難情報のポイント（内閣府（防災担当））
http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/pdf/point.pdf

参考資料：関連資料の掲載場所
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@JMA_bousai

気象庁公式の防災情報アカウント
を開設しました。台風接近や大雨の
おそれがある場合等に、現況や今
後の見通し、防災上の留意点、緊
急会見の内容等を解説します。

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=probability
https://www.jma.go.jp/bosai/warning_timeline
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=warning
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land/
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:heavyrain/
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=information&element=information
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=typhoon
https://www.jma.go.jp/bosai/flood/
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/
https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/pre_rct/index24_rct.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/wind_rct/index_mxwsp.html
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=himawari
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/multi.html
http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/pdf/point.pdf
https://x.com/JMA_bousai
https://x.com/JMA_bousai
https://x.com/JMA_bousai
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参考資料：段階的に発表される防災気象情報
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参考資料：新しい防災気象情報
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参考資料：警戒レベル相当情報以外の特別警報



18

➢ 暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は命に

危険が及びます。

➢ 特に土砂災害や洪水、高潮のおそれがある区域では、

風雨が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。

➢ 風雨が強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・

注意報で確認することができます。

※ 平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均です。

※ 人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。

※ 詳細は気象庁ホームページを御確認ください。（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html）

平均風速
（m/s）
おおよその時速

人への影響
走行中の車

屋外・樹木の
様子

建造物
おおよその
瞬間風速
（m/s）

20～25

～約90km/h

何かにつかまっていない
と立っていられない。
飛来物によって負傷す
るおそれがある。

細い木の幹が折れたり、
根の張っていない木が
倒れ始める。看板が落
下・飛散する。道路標
識が傾く。

屋根瓦・屋根葺材が
飛散するものがある。固
定されていないプレハブ
小屋が移動、転倒する。

30

40

50

60

25～30

～約110km/h
養生の不十分な仮設
足場が崩落する。

走行中のトラックが横転
する。

30～35

～約125km/h

35～40

～約140km/h
多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯で倒れるも
のがある。ブロック壁で倒
壊するものがある。

外装材が広範囲にわ
たって飛散する。

住家で倒壊するものが
ある。鉄骨構造物で変
形するものがある。

40～

約140km/h～
※ 内閣府政府広報オンラインより。

参考資料：暴風による災害への備え

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html


波によるうちあげ高を考慮した高潮情報の発表は、高潮予報海岸として指定された海岸で実施する。高潮予報海岸以外では、潮位基準のみで情報を運用（右

列）。

現在
令和８年度出水期～

高潮予報海岸
（発表主体：国交省・都道府県・気象台）

高潮予報海岸以外
（発表主体：気象台）

高潮氾濫発生情報
（都道府県発表）

レベル５
高潮特別警報

潮位と水位のレベル５基準を設定して運用

破堤、背後地の浸水を実際に確認した場合に発
表
潮位と水位の実況値または直近予測のいずれかが
基準を超え、かつ、その状況が一定時間継続すると
予想される場合に発表

注：都道府県によるレベル５高潮氾濫発生情報と一体的
に運用。

潮位のレベル５基準を設定して運用

実況値または直近の潮位予測が基準を超え、か
つ、その状況が一定時間継続すると予想される場
合に発表

高潮特別警報・警報
（気象台発表）

レベル４
高潮危険警報

潮位はレベル４基準を設定して運用
水位はレベル５基準と同一

避難に要する時間等を考慮し、浸水被害のおそれ
がある状況（浸水がすでに発生or切迫）となる約
６時間前までに発表

潮位のレベル４基準を設定して運用

避難に要する時間等を考慮し、浸水被害のおそ
れがある状況（浸水がすでに発生or切迫）となる
約６時間前までに発表

警報に切り替える可能性
に言及する高潮注意報
（気象台発表）

レベル３
高潮警報

浸水被害のおそれがある状況（浸水がすでに発生
or切迫）となる約12時間前までに発表

浸水被害のおそれがある状況（浸水がすでに発
生or切迫）となる約12時間前までに発表

高潮注意報
（気象台発表）

レベル２
高潮注意報

浸水被害のおそれがある状況（浸水がすでに発生
or切迫）となる約18時間前までに発表

浸水被害のおそれがある状況（浸水がすでに発
生or切迫）となる約18時間前までに発表

潮位予測
＋うちあげ高(水位)予測

（注） 現在は高潮注意報で行っている低地での軽微な浸水被害に対する注意喚起は、新たな情報体系では扱わず、今後は高い潮位、大潮等に関する「気象解説情報」で対応
 また、毎日４回更提供する時系列情報（明日までの警報等の見通し）により、翌日までの３時間毎の潮位の量的な予想も把握可能

潮位予測のみ

令和7年度中に気象台にて設定
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参考資料：新たな高潮予報の運用について
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• 令和８年度の新たな防災気象情報の運用開始に合わせ、新たに「時系列情報（明日までの警報
等の見通し）」を提供します。

• 時系列情報は、警報・注意報に先立って気象の見通しを二次細分区単位(＋山地等の分割地域)
で提供する予測情報です。

➢ 警報・注意報の発表に関わらず、時系列情報の対象とする全要素※について、翌日までの
３時間毎または日毎の気象状況の見通しを、毎日４回（05時､11時､17時､23時）提供
※対象要素：

大雨、土砂災害、風、波、高潮、雷、乾燥、大雪、融雪、濃霧、着氷、着雪、なだれ、低温、霜
（下線部の要素は日毎の見通しを提示）

➢ 気象庁ホームページでは常時表示、定期的に更新（上記の４回） 

➢ 定期的な更新以外にも、当初の想定から今後の見通しが大きく変わった場合などには、
必要に応じて臨時に修正情報を発表（気象庁ホームページの時系列情報も更新）

時系列情報のイメージ

注意報基準を超えると予想される時
間帯(高潮については、注意報発表
の可能性がある時間帯)

災害切迫

危険

警戒

注意

特別警報基準を超えると予想される
時間帯

危険警報基準を超えると予想される時
間帯(土砂災害、高潮については、危
険警報発表の可能性がある時間帯)

警報基準を超えると予想される時
間帯(土砂災害、高潮については、
警報発表の可能性がある時間帯)

「高潮」において、潮位（高潮予報海岸では水位も）の量的な予想が記載される

参考資料：時系列情報（明日までの警報等の見通し）



 大雨に関する情報が発表された際に、危険度が高まっている地域を確認することができます。
 大雨に関する情報が対象としている河川の氾濫の危険度（洪水キキクル）や短時間強雨による浸水害の
危険度（浸水キキクル）を重ねて大雨キキクルとして新規表示します。

 洪水キキクルと浸水キキクルについて切替え表示で、洪水災害・浸水害それぞれの危険度の確認が可能です。

大雨キキクル（イメージ）

浸水キキクル洪水キキクル

【新規】大雨キキクル

現行の浸水と洪水メッシュの
危険度を重ね合せた危険度

ボタンにより大雨キキクル、
浸水キキクル、洪水キキ
クルを切替え表示

ボタンにより大雨キキクル、
浸水キキクル、洪水キキ
クルを切替え表示

参考資料：大雨キキクル



土砂キキクルの特性変化（イメージ）

現行 新運用

危険度の判定方法の変更

災害切迫【警戒レベル５相当】 危険【警戒レベル４相当】
実況でレベル５土砂災害特別警報基準到達（変更なし） 2時間先までにレベル４土砂災害危険警報基準到達（変更なし）

警戒【警戒レベル３相当】 注意【警戒レベル２相当】
＜現行＞  2時間先までに大雨警報（土砂災害）基準到達 ＜現行＞  2時間先までに大雨注意報基準到達
＜新運用＞3時間先にレベル４土砂災害危険警報基準到達 ＜新運用＞6時間先までにレベル２土砂災害注意報基準到達

現行に比べて赤が絞り込まれ、黄から
紫になることが多くなる傾向

 土砂災害に関する情報が発表された際に、危険度が高まっている地域を確認することができます。
 判定基準の変更に伴い、現行に比べて警戒（赤）が絞り込まれるとともに、注意（黄）から危険（紫）に
なることが多くなる傾向がありますので、表示の特性の変化にご留意ください。

参考資料：土砂キキクル
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「キキクル」の「災害切迫（黒）」は、大雨による災害がすでに発生している可能性
が高い状況であり、災害が発生する前にいつも出現するとは限りません。このため、
「黒」を待つことなく、「紫」が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが
極めて重要です。

「紫」が出現した段階で
速やかに安全な場所に避難する判断を！

参考資料：「キキクル」を活用して早めの避難を
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令和８年

○○県北部などの
一次細分区域単位で
線状降水帯となる

2～3時間前を目標に予測

半日前予測
半日程度前からの呼びかけ

直前予測
確度の高い直前の予測 発生情報

令和３年

線状降水帯の雨域を
楕円で表示

最大30分程度前倒して解析した結果も
楕円で表示（令和5年～）

イメージ

図
情報

文章
情報 令和３年

○○県北部などの
一次細分区域単位で

線状降水帯の発生をお知らせ

令和５年 最大30分程度前倒し

追加府県単位で

発生の半日程度前に予測
令和６年

地方単位で予測令和４年

〇〇県北部では、今後３時間以内に線状降水
帯が発生し、非常に激しい雨が同じ場所で降
り続く可能性が高まっています。命に危険が
及ぶ災害の危険度が非常に高まるおそれがあ
ります。

〇〇県北部では、今後３時間以内に線状降水
帯が発生し、非常に激しい雨が同じ場所で降
り続く可能性が高まっています。命に危険が
及ぶ災害の危険度が非常に高まるおそれがあ
ります。

〇〇県北部では、線状降水帯による非常に激
しい雨が同じ場所で降り続いています。命に
危険が及ぶ災害発生の危険度が急激に高まっ
ています。

〇〇県北部では、線状降水帯による非常に激
しい雨が同じ場所で降り続いています。命に
危険が及ぶ災害発生の危険度が急激に高まっ
ています。

「雨雲の動き」・「今後の雨」
に楕円を表示

〇〇県では、〇〇から〇〇にかけて、線状降
水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激
に高まる可能性があります。

〇〇県では、〇〇から〇〇にかけて、線状降
水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激
に高まる可能性があります。

令和11年

線状降水帯発生による大雨の

可能性が高い市町村を把握

できる格子形式の分布図を表示※1

※ 従前の計画通り令和11年に提供開始予定。
令和12年度運用開始予定の次期静止気象衛星により
更なる予測精度向上を目指す。

令和８年

線状降水帯となり、災害をもたらす
大雨のおそれがある大まかな領域を

２～3時間前を目標に

図情報で表示

線状降水帯予測マップ

参考資料：線状降水帯に関する情報の運用について
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気象解説情報(線状降水帯半日前予測)
内容：線状降水帯による大雨の

 半日程度前からの呼びかけ

30分前
～現在

～３時間前

～半日程度前

線状降水帯
発生

線状降水帯
となる可能性が
高まる

線状降水帯
発生の可能性あり

線状降水帯に関する情報 住民に求められる行動

気象防災速報（線状降水帯直前予測）
内容：線状降水帯となる危険性が高まった際に、

発生の２～３時間前を目標にお知らせ

気象防災速報（線状降水帯発生）
内容：線状降水帯の発生をお知らせ

大雨に対する
心構えを一段高め、
避難準備等、
災害に備える

周辺状況や自治体
の避難情報等もふ
まえ、避難など適切
な防災行動をとる

自治体からの避難
情報や周辺状況を
確認し、速やかに
安全確保時間

呼びかけの対象府県

線状降水帯予測マップ

参考資料：線状降水帯に関する情報の位置づけと住民に求められる行動
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参考資料：風の強さ
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参考資料：雨の強さ
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参考資料：台風の大きさと強さ



29

台風により、
①気圧低下により海面の上昇
②風による吹き寄せ
③波浪による海面の上昇

の相乗効果により高潮の可能性が高くなります。
特に台風の進行方向の右側では風も強くなり、海面の上昇が起きやすく、特にV字型の
湾では奥に行くほど海面上昇が助長されます。

参考資料：高潮の要因
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天気予報では、１日を３時間ごとに区切って、表現しています。

参考資料：防災気象情報に用いる時間細分の用語
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熱帯の海上で発生する低気圧を「熱帯低気圧」と呼びますが、このうち北西太平洋
（赤道より北で東経180度より西の領域）または南シナ海に存在し、なおかつ低気圧域
内の最大風速（10分間平均）がおよそ17m/s（34ノット、風力８）以上のものを「台
風」と呼びます。

温帯低気圧 熱帯低気圧

寒気・暖気の
温度差をエネ
ルギーに発
生・発達

熱帯の大量
の暖かく
湿った空気
をエネル
ギーに発
生・発達

参考資料：台風と熱帯低気圧の違い

参考資料：台風と温帯低気圧の違い
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近畿地方の北部・中部・南部

兵庫県北部
京都府北部 滋賀県北部

兵庫県南部

大阪府

和歌山県北部

和歌山県南部

滋賀県南部

京都府南部

近畿地方北部

近畿地方中部

近畿地方南部

奈良県北部

奈良県南部

４～９月は中部

１０～３月は北部

滋賀県北部は
４～９月は近畿地方中部
１０～３月は近畿地方北部

参考資料：近畿地方北部・近畿地方中部・近畿地方南部


	スライド 1: 台風第６号に関する説明
	スライド 2: 台風第６号の進路と影響のポイント
	スライド 3: 令和８年台風第６号の進路予想　　１日10時現在
	スライド 4: 暴風域に入る確率と海面水温
	スライド 5: 地上天気図と気象衛星赤外画像、気象レーダー
	スライド 6: 地上天気図や予想図
	スライド 7: 今後の気象状況　近畿地方への影響
	スライド 8: 今後の気象状況　近畿地方への影響
	スライド 9: 三重県の量予想
	スライド 10: 早期注意情報（大雨、土砂災害）
	スライド 11: 早期注意情報（暴風・波浪・高潮）
	スライド 12: 今後の台風に備えて
	スライド 13: 新たな防災気象情報
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32

